
復

　　

命

　　

書

令和８年７月２エ日

議長 局長 次長 係長

　　　　

＼

肝付町議会議長

　　

様

　　

以下のとおり報告いたします。

氏

　　

名 原口

　

泉

研修会名等 鹿児島県町村議会議長会

　

議員研修会

　　

Ｉ 』

　　　　

１

　　　　

１

１

　　　　

１

　　　　

１

　　　　

ｒ

　　　　

１

　　　　

１

期

　　

間 令和８年５月１３日（水）

内容

「激動の国際情勢と日本の安全保障一地政学リスクへの対応」 がテーマとな
って行われた。「ハラスメント研修」では、 当然時代の流れとして禁止する
だけではなく、 議会、 組織全体が安心して実施できる議会運営、 つまり「心
的安全性」 が担保されることが重要であると解説された。 その予防・対応の
考え方として、「５つＤ （Ｄｉｓ廿ａｃｔＤｅｌｅｇａｔｅ，ＤｏｃｕｍｅｎｔＤｅｌａ“Ｄｉｒｅｃｔ）］が
説明された。 また、 個人の資質だけではなく、 上下関係や組織風土、 コミ
ュニケーション不足など複合的な要因を考えながら、 問題を捉えて対応して
いくことが重要であると説明をされた。
安全保障では、 米中関係の変化、 ロシア・ウクライナ情勢、 中東問題など国
際情勢などの変化と日本を取り巻く地勢的リスクが説明された。 今後はアメ
リカ中心の安全保障体制が変化していくことが考えられて、 東アジア情勢の
緊張について解説があった。

所

　　

感

今回の研修に於いて、 多様な意見や立場を尊重し会える議会運営が行えて、
住民も含めた、 安心して発言ができる議会環境が重要であると感じました。
ハラスメント問題は今後も議員の立場や、 住民としての立場など全体的な
視界で取り組み、 相談や意見がしやすい、 建設的な雰囲気づくりを実践でき
れば思います。
安全保障問題は、 大変厳しい問題であり、 対応であると感じました。 我々
としては、 今後も国際情勢や情報を常に留意し、 見守ることが重要であり、
それに備えた食料やエネルギー、 地域のコミュニケーションの在り方などを
地方でも考えながら、 地域づくりを行っていくべきだと考えました。

添付資料



復

　　

命

　　

書

令和

　

年 ６月 夕日
議長 局長 次長 係長

肝付町議会議長

　　

様

　　

以下のとおり報告いたします。

氏

　　

名 清水幸祐

研修会名等 鹿児島県町村議会議長会

　

議員研修会

期

　　

間 令和８年５月１３日（水）

内

　　

容

今回の町村議会議員研修会では、「ハラスメントのない議会を目指して」 と
「激動の国際情勢と日本の安全保障－地政学リスクへの対応 －」 をテーマ
とした講演が行われた。 ハラスメント研修では、 単にハラスメントを禁止す
るだけではなく、 議会や組織全体において、 誰もが安心して発言・相談・挑
戦できる 「ノ心理的安全性」 を高めることの重要性について説明があった。 ま
た、 ハラスメント予防・対応の考え方として 「５つのＤ （Ｄｉｓｔｒａｃｔ、 Ｄｅｌｅｇａｔｅ

、 Ｄｏｃｕｍｅｎｔ、 Ｄｅｌａｙ、 Ｄｉｒｅｃｔ）」 が紹介され、 被害者本人だけではなく、 周
囲の第三者も含めて組織全体で防止に取り組む必要性が示された。 さらに、
問題発生時には個人の資質だけではなく、 上下関係や組織風土、 コミュニ
ケーション不足など複合的要因から捉える視点が重要であるとの説明があっ
た。
安全保障講演では、 米中関係の変化、 ロシア・ウクライナ情勢、 中東問題、
認知戦の拡大など、 国際秩序の変化と日本を取り巻く地政学リスクについて
説明が行われた。 特に、 従来のアメリカ中心の安全保障体制が変化しつつあ
る現状や、 東アジア情勢の緊張について解説があった。

所

　　

感

今回の研修を通じ、 議会運営においては、 多様な意見や立場を尊重しなが
ら、 誰もが安心して発言できる環境づくりが極めて重要であると改めて感じ
た。
ハラスメント問題については、 単に個人間の問題として処理するのではな
く、 組織全体の課題として捉え、 相談しやすい雰囲気づくりや建設的な対話
を積み重ねていく必要性を強く感じた。 また、「心理的安全性」 が確保され
ることで、 議会としてより活発で建設的な議論につながると感じた。
安全保障講演では、現在の国際情勢が大きく変化し、不安定化が進んでいる
現状を改めて認識した。 その中で、 日本には一定の防衛力や抑止力を維持し
ながらも、外交努力や対話による緊張緩和を重視していく姿勢が必要である
と感じた。 また、 安全保障は国だけの問題ではなく、 地方においても、 防
災、 食料、 エネルギー、 地域コミュニティの維持など、 地域の持続性を高め
ることが国全体の安定につながると感じた。

添付資料



復

　　

命

　　

書

令和

　　

８年６月２２日

議長 局長 次長 係長

　　　　　　　

．

　　　　　　　　　

・

肝付町議会議長

　　

様

　　

以下のとおり報告いたします。

氏

　　

名 中村かよ

研修会名等 鹿児島県町村議会議長会

　

議員研修会

期

　　

間 令和８年５月１３日（水）

内

　　

容

ハラスメントのない議会を目指して～指導とハラスメントの違いとは～
激動の国際情勢と日本の安全保障一地政学リスクへの対応一

所

　　

感

ハラスメントのない議会を目指すには、 まず性別や立場に関わらず公平なる
評価を受けられる環境を作ることにあり、かつ安全に政治活動や行政監視に
専念できることが重要である。
日本の立場を踏まえつつ、 刻一刻と変化する国際情勢に対応しつつも自立し
た国家として揺るぎない態度で隣国の脅威に向かうことが重要である

添付資料



復

　　

命

　　

書

令和

　

８年

　

５月

　

１９日

議長 局長 次長 係長

　　　　　　　　　　　　　

．

　　　　

１

　

１

肝付町議会議長

　　

様

　　

以下のとおり報告いたします。

氏

　　

名 小玉秀行

研修会名等 鹿児島県町村議会議長会

　

議員研修会

期

　　

間 令和８年５月１３日（水）

内

　　

容

講演１
「ハラスメントのない議会を目指して ～指導とハラスメントの違いとは～」

　　　　

講師：涌井美和子

講演２
「激動の国際情勢と日本の安全保障一地政学リスクへの対応一」

　　　　

講師：兵頭慎治

所

　　

感

感想：講演１：「ハラスメントのない議会を目指して」
「最近の傾向」 として、 議員活動における６つのケースでのハラスメントの
例、 残りは、 アンケートや統計データの紹介、 その後、 セルフチェック、 法
律、 リスク、 予防策といった内容であった。
セルフチェックでは、１７の項目のうち、 思い当たる部分もあり、 参考になっ
た。
ただ、 今回は議員向けの講演ということであったので、 一般的なハラスメン
トの説明だけでなく、 議員という一般の人と異なる環境で活動する人が陥り
やすい考え方や行動、そして議会運営等でも起こる発言、行動を考察し、そ
の対策を教えてほしかった。
例：強い権限、 上司不在、 昭和型の男社会、 票ハラ等。

感想：講演２：「激動の国際情勢と日本の安全保障 地政学リスクへの対
応」
日本には、 戦争は起こらないと思っていたが、 この講演を聞くと、 少し心配
になってきた。 自らは戦うつもりはなくても、 相手が攻めてくるというケー
スもある。
有事となった場合、 軍事施設や、 通信、 エネルギー施設が真っ先に標的とな
る。 肝付町の場合、 鹿屋航空基地や自治体のインフラ、 通信基地、 そして、
川内原子力発電所の影響を受けるかもしれない。
生活基盤の破壊、停電、物流の確保、放射能飛散対策等、自然災害に加えて
人的災害（戦災）に対する備えも必要と感じた。
避難計画、避難所、停電対策、安否情報確認、 防災意識、防災グッズ等。

添付資料



復

　

命

　

書

令和

　

８年

　

５月１５日

議帰 局長 次長 １系号

肝付町議会議長

　

様

　

以下のとおり報告いたします。

氏

　

名 前原

　

和幸

研修会名等 町村議会議員研修会（主催：鹿原．占ｒ…」↑－高公議長公）

期

　

間 令和

　

８年

　

５月１３日（水）

内

　

容

演題：「ハラスメントのない議会を目指して～指導とハラスメントの違いとは」
講師：オフィスプリズム代表

　

臨床心理士

　

涌井

　

美和子氏
１．最近の傾向
２．セルフチェック
３．法律と定義
４．ハラスメントのリスク
５．ハラスメント予防策
まとめ

所

　

感

１．最近の傾向として、各議会におけるハラスメントの事例の紹介があり、そのことによって
引き起こされた、問題点の説明があった。また、議員が受けたり、行った相手の調査結果
や裁判例の説明があり、我々は、ノ心理的安全性の高い議会を目指し、年齢や性別、経歴
などにとらわれず、全員が自由に発言できる環境づくりが大切であると認識した。そのた
めに必要な事は、定期的な教育、研修等を行い、より具体的な予防策を学ぶべきという
事である。
２．セルフチェックを行い、自らも行為者になりうる自覚を持つべきだ。
３．法律と定義では、各種法律において様々なハラスメントが定義されており、知ることが
大切である。
４．ハラスメントのリスクは、受け手側は時間の経過とともに悪質化し、心身の健康を損な
い、そのダメージは計り知れない。行為者にも、法的責任や社会的制裁が科せられる。
５．予防策としては、、礼節を重んじることが重要であり、常に他人の存在を意識して寛容
さや敬意と配慮を行き渡らせ、他人への思いやりや配慮が欠けた無礼な言動は厳に慎む
べきである。誰もが行為者予備軍であり、一人一人の意識の向上が、ハラスメント予防の
鍵である。

添付資料 無し



復

　

命

　

書

令和

　

８年

　

５月１５日

議長 局長 次長 係長

肝付町議会議長

　

様

　

以下のとおり報告いたします。

氏

　

名 前原

　

和幸

研修会名等 町村議会議員研修会（主催：鹿児島県町村二ふ会議艮公）

期

　

間 令和

　

８年

　

５月１３日（水）

内

　

容

講師：防衛研究所研究幹事

　

兵頭

　

慎治氏
地政学リスクとは
特定の国や地域の政治的・軍事的・社会的な緊張の高まりが、周辺地域や世界経済全体
の先行きを不透明にするリスク。具体的な現象として、戦争、テロ、災害、政変、貿易摩
擦、パンデミック、技術革新等がある。具体的な影響として、経済活動（物価高騰、サプラ
イチェーン分断）、金融市場（株価、為替の変動）企業経営（事業継続、サイバー攻撃）が
あります。
慢織ゲ・ －：言え▼」対応するための「地政学リテラシー」＝国家の地理的な位置や地形、
気候などの「地理的条件」が、国際政治や軍事、経済に与える影響を読み解き、現実的な
リスクを管理する能力を養うことが重要です。

所

　

感

地政学リテラシーとは、［丁の地理的な位置や地形、気候などの「地理的条件」が、凶際
政治や軍事、経済に与える影響を読み解き、現実的なリスクを管理する能力のことで、動
乱の現代において、自国が置かれた立ち位置を正確に把握し、生き残るために重要視す
べきと考える。重要な３つのポイントとして、空間的思考：「隣国とは対立しやすい」「海洋
国家と大陸国家は利害が異なる」など、不変の地理的条件から国家の行動パターンを予
測すること。歴史的背景：地理的な条件が歴史の中でどのように利用され、現在の国境や
紛争、同盟関係につながっているかを理解すること。地経学の理解：単なる領土争いだけ
でなく、サプライチェーン（物資の供給網）や先端技術、エネルギーなどを武器として使う
「経済安全保障」の視点も含まれること。まとめとして、米中対立の激化やウクライナ戦
争、中東情勢の緊迫化などにおいて、国家間のパワーゲームや「地政学リスク」は、企業の
経営や私たちの日常生活（物価や資源の確保など）に直接影響を与えるようになりまし
た。このリテラシーを磨くことで、感情や理想論に流されず、国際情勢の本質や自国の取
るべき戦略を冷静に判断できるようになるとされていて、大変重要と考える。

添付資料 無し



復

　

命 冬

令和

　

８

　

年

　

５

　

月１８

　　

日

議長 局長 次長 係長

　　　

．

　　

１ ′

肝付町議会議長

　

様

　

以下のとおり報告いたします。

氏

　

名 進藤

　

鈴子

研修会名等 ．逮影響灘灘睡蓮謡襲い議員研修会

期

　　

間 令和８年５月１３日（水）

内

　

容

・ハラスメントのない議会を目指して

　

～指導とハラスメントの違いは～

　　　　　　　　

講師； オフィスプリズム代表

　　　　　　　　　　

臨床心理士

　

涌井美和子氏
・激動の国際情勢と日本の安全保障

　

＝

　

地政学リスクへの対応 ：

　　　　　　　　

講 師； 防衛研究所研究幹事

　

兵頭

　

慎治氏

所

　

感

パワーハラスメント、セクシュアルハラスメント、ジェンダーハラスメント、ＳＯＧＩハラスメント
等について講義されました。その中でもあまり耳にしないＳＯＧＩハラスメントとは、性的指向
や件評強『関連した差別的な言動や噺笑、いじめや暴力などの精神的、肉体的な嫌がら
せのこと。または望まない性別での学校生活や職場での強制異動、採用拒否や解雇など
の差別により、社会生活上の不利益を与えることとある。
ハラスメントのリスクとして・心身の健康を損なう・自尊心が低下する・精神的にダメージを受
けやすくなる・日常生活が損なわれる。
また、メンタルヘルス問題との関連では、・睡眠障害・神経過敏・動機などが挙げられてい
る。

　

ハラスメントの予防策には ・１（私）を主語としたコミュニケーションを意識する
・挨拶、お礼、お詫びなど基本を大切にすることである。
礼節の重要性として自己を客観視する機会を持つことが礼節ある言動の鍵である。
一人一人の意識の向上が予防のハラスメ ・予防の鍵でもある。

激動の国際情勢と日本の安全保障について

　

～地政学リスクへの対応～

タイトルの中の「激動」とは現在の表現である。現在のウクライナ戦争、イラン戦争など国際
安全保障はない。
先生の講話のなかで、ロシアはウクライナ侵略で領地を剥奪した。今後も可能性ある領地
まで憲法で書き換えてしまいそれを確保するまで戦いは続くと呂ノれた。また北朝鮮はロ
シアへ１万人の兵士を送ったその見返りに、北朝鮮の１年分のお金が流れたようだ。台湾有
事ではロシアは中国に支援する。２０２６年の地政学リスクとして、アメリカは
トランプ大統領が辞めても政策は変わらない。台湾有事、北朝鮮のミサイル、ロシアと北朝
鮮の同盟など、より不透明かつ不確実な時代に、日本の安全保障への影響として、
自国の防衛力、他国への抑止力の強化が必要であり、複合事態の備えも必要である。

添付資料



復

　　

命

　　

書

令和８年６月２日

議長 局長 次長 係長

　　　　　　　

′

肝付町議会議長

　　

様

　　

以下のとおり報告いたします。

氏

　　

名 吉原

　

光

研修会名等 鹿児島県町村議会議長会

　

議員研修会

期

　　

間 令和８年５月１３日（水）

内

　　

容

１。講演：ハラスメントのない議会を目指して～指導とハラスメントの違い～
講師：オフィスプリズム代表，臨床心理士涌井美和子氏

ｏ最近の傾向と実態：議員の約４６．５％がハラスメントを経験している実態
と、ＳＮ
‐Ｓ等での誹藷中傷事例の紹介。

ｏ法律と定義：パワーハラスメントは 「優越的な関係」「業務上の範囲を超
えた言動」「就業環境を害すること」 の３要素を満たすものと定義される。 ま
た、 政治分野における男女共同参画推進法についても解説された。
ｏ予防策：アンガーマネジメント（数を逆から数える、 その場を離れる等）
や、「私は～と思う」 という 「１（アイ）」 メッセージを用いたコミュニケ－
ション、 そして他者への 「礼節 （リスペクト）」 の重要性が説かれた。

２。講演：激動の国際情勢と日本の安全保障 －地政学リスクへの対応－
講師：防衛研究所研究幹事兵頭慎治氏

・国際情勢の分析：ウクライナ情勢や台湾海峡問題など、現代の国際社会に
おける地政学的リスクの高まりと、 それが日本の安全保障に与える影響につ
いて解説がなされた。
へ日本の対応策：緊迫する情勢の中で、「力による現状変更」 を許さないた
めの防衛力強化と、日本がとるべき安全保障政策や国際協力の在り方につい
て、 専門的な知見から展望が示された。
１．講演：ハラスメントのない議会を目指して～指導とハラスメントの違い～

９内閣府の調査で議員の約４６．５％がハラスメント経験があるという実態に驚
くとともに、自分自身が「無意識の加害者」になり得るという指摘を重く受
け止めた。
ｏ正当な指導とパワハラの境界線は、 相手へのサポートや合意の有無にある
ことを学び、 特に若手議員や職員に対して、 主語を 「私」 にする 「１メッセ‐
ジ」 を用いた、 より建設的な対話の重要性を痛感した。
ｏ議会内での 「礼節 （リスペクト）」 の欠如は、 単なるマナー違反にとどまら
ず、 組織全体のパフォーマンス低下やメンタルヘルス悪化に直結することを
肝に銘じ、 日頃の挨拶や言葉遣いから徹底していきたい。

内閣府の調査で議員の
を重く受

　

け止めた。

　　

ｏ正当な指導とパワハラの境界線は、 相手へのサポートや合意の有無にある

　　

ことを学び、 特に若手議員や職員に対して、 主語を 「私」 にする 「１メッセ‐

　

ジ」 を用いた、 より建設的な対話の重要性を痛感した。

　　

ｏ議会内での 「礼節 （リスペクト）」 の欠如は、 単なるマナー違反にとどまら

　　

ず、 組織全体のパフォーマンス低下やメンタルヘルス悪化に直結することを

　

肝に銘じ、 日頃の挨拶や言葉遣いから徹底していきたい。



所

　

’ 感
２。講演：激動の国際情勢と日本の安全保障 －地政学リスクへの対応－

ｏ地政学的リスクの高まりが、 単なる国際ニュースではなく、 エネルギーや
食料価格の高騰といった形で地域住民の生活を直撃している現状を再認識し
た。
ｏ国の安全保障政策を理解した上で、地方自治体として取り組むべき防災や
避難体制の整備、住民保護の在り方について、議会でもより現実的な議論を
深める必要があると感じた。
ｏ 「力による現状変更」が懸念される緊迫した情勢の中で、地域から日本の
平和と安定に寄与できることは何か、広い視野を持って町政の舵取りに参画
していく覚悟を新たにした。

添付資料



復

　　

命

　　

書

　　　　

令和 ８年 ‘月／ア日

－

議長

←

局長

－

次長１係長１

肝付町議会議長

　　

様

　　

以下のとおり報告いたします。

氏

　　

名 寸

　

胡

　

茨

　

悉

研修会名等
％ 灯 煮なハ熱ぬ万拓る公

期

　　

間 令和 浄年 月々 日（フド

内

　　

容

ｒヘラスメその′〆、、 熱・松を 均指Ｌて

　

～ オ叫ヒ

　　　　　　

ハテス メ チ 久 鼻 い ル「

　　　　　　　　　

才銘ズグｏ′広 い バ ネ

　　　　　　　　　

部 孫 雌チ痢おえ〆 内
ｒ永傷めの園際－１脅籾ヒロ小久キ企件醇 ／ 貿欲キ

　　　　　　

‘／スク へ び ダ参ぜ ′Ｊ

　　　　　　

伊孫 狗羨蹄姉奥羽増 文頭ず乗務内

所

　　

感

　　　　　

Ｌ

． で功▽ の 〆‘′，守「霜糾塙ラノず次 机

馨審議論ぜ姿繍竪琴＊窄もＬ洪
橡か細びたヌ〆

ヲけメメ２－納・も久 一 参学象 ※ 郡に※
彫誠一

’砕＃が妙”－鰭 雛縄 灘敦楼もぞ鋳
′蝋

，拒もが 蹄雀肴十橋 物まを， 〆人′人．九溌 向け
呼びｑ鱒ｚ添も．

　　　　　　　　　　　　　　　　

／

　　　　　　　　　　　　　

ず′ Ｌ

凝議鍵醗灘弱震霧鴎薄鱒
添付資料
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．
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復

　　

命

　　

書

　　　

令和β 年 月ュ／日

　

議長

　　　

局長

　　　

次長

　

１

　

係長

　

ｌ

　

ー′き

　　　　　　　　　　

、
，

　　

キ

　　　　　　　　　　

ー、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

肝付町議会議長

　　

様

　　

以下のとおり報告いたします。

氏

　　

名 約マノス

研修会名等 巣≧妬ゑ効亥 払炎例修多
期

　　

間 令和 『年‘月β日（フｋ）

内

　　

容

ヂザケ メ、 府／
ザ±ルビル かご・”３‐

よ す
－

　

／＼ラスズ↓” を、議会も亘喜” ～

　

”

　

キルキん／象 形ト種迄 とｔギ
ハ 十

　　　　　　　

β鋲 妃” 方 鮒 寿３食

Ｚ繍、 激動 ｗ祭′・総 蛸ネの＃を傷畔

　　　

海豹痴奏希稀芽、 宴頭一事
参宮

所

　　

感

ハラス 辱ー・の２は，系止め魚句を女 彰、 ／Ｌフ
４ る掃溜鑓；刻も 衰え、 卿／＼坪ユトリ
リ２夕霧断髪沙毒し逐おｚ

　

ゑ効冴‘殺さ砂 ３。

ズ 液あり国鴨・ー瀞 詞雌 鶏 珠鯵汲、，，

　

ゑ す々‘妥り云々』売国弐３窃メ、ぶり２〆 彩る．

添付資料
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乙ＵＺＰ牛

　

／月月 ロ

　

１４０科／万

　　　　

金山／－＼↑リ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ーＵＶ，］乙り今

　　

ｒ，

　

／／／

復

　　

命

　　

書

舗 年 夕月 日

議長 局長 次長 係長

　　

．

　　　　　　　

・

－肝付町議会議長

　　

様

以下のとおり報告いたします。

氏

　　

名

　

潟拳÷》 ル 呼 ・
， 研修会名等 瑞浪覆射隊糟跡諺も象、
期

　　

間

　　　　　　　　　　　　

′

　

令和 締 州 β日（象 、

内

　　

容

効 熱めあり

所

　　

感

写り狗吻恥メ１

　　　　

ノー

添付資料

　

）



乙Ｕ乙Ｕ牛

　

′月乙ＦＯ

　

１ ｕ寸斗／刀

　　　　　

麓鵬刷り

別紙

内容
「ハラスメントのない議会を目指して～指導とハラスメントの違いは～」

オフィスリズム代表

　　

臨床心理士

　

涌井美和子氏

最近の傾向や実例 法律巻毛を含めた講習

　

所感

　

近年、．セクハラやバワハラ等が巷間、よく話題になる。 どの程度がそれに当てはまるのか私

　

自身判断に困るときがある◇
‐今回の講習である程度理解できたかと思う、

　

しかしながら、意図しないものもあろう。それは発言の中で十分な配慮のなさからくるもの

　

だとしたら、 なお一層細心の言葉選びに注意し選別の上、 行うべきであると感じた。

４



乙Ｖ乙Ｕ牛

　
′月乙ＩＵ

　
１「噂ＥＴ′ノ』 ・

　　　　
湿ＩＵ／１、例

　　　　

．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ＮＶ．・Ｊ乙フ

　　　

－，

　

Ｕ／

　

′

別紙

内容

「激動の国際情勢と・日本の安全保障－地政・学リスクへの対応－」

防衛研究所研究幹事

　　

兵頭慎治氏

ロシア、ウクライナ戦争やアメリカ、イランの紛争・など事業をあげ日本にとっての地政学や

影響、 そしてこれから
‐日本ほどのようにしていくペ‐さかの研修

所感

日本を取り巻く国際情勢には複雑で理解に困るようなものが多数存在している。その，よう

な中、 国際社会では大きな紛争が、 ２ャ３勃発してい・る。細かにみるとそれ以上かもしれな

いが、我々が、新聞紙上で見るのはそこらあた
‐りであろう。これらを受け、

′日本の防衛体制

は現状で十分なのか不安を覚えるのは、私だけではないと思う。今回の研修で大きな視野を

持った講師の話からむ同様の感じを受けたが

　

これからも、十分に・注視し、地方議会からも

　　　　　　　

▼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・

　　　　　　　　　

・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

．
問題提起をすべきか考えてゆきたい。



復

　　

命

　　

書

令和ｇ 年 自 虐 日
議長 局長 次長 係長

　

．＼
．・

　　　

．

　　

． ｒ

　　

ｒ

肝付町議会議長

　　

様

　　

以下のとおり報告いたします。

氏

　　

名 末

　

灯

　

雷

　

身

研修会名等 ≧炎暑余主催蹄イー参会
期

　　

間 令和８年 月β

　

日

　

弱く）

内

　　

容

ハラルトの樽へ 教！余ｔ必ごＬて

　　　　　　　　　　　　　　　　　

＼

へ 編専 一 ラヌメ トリ蜂・もげ
－～

　

倉岡公海≠ ボンゲスリメリズ広

　　　　

楠 井炎熱 孔

き捻鯛灘零電磁 惣〆数づへの疎『

所

　　

感

　　　　　

′

　　　　　　

１

　

ｒ

　　

ｒ

　　　　　

′・

；耐 久の碕 瀬 を坪礁Ｌ、銅射ぴ塚 影が↑ザサで

綱狂へう紗槍鮒畜恥部 覗いがか かク犠 ，
鷺 婦升壕癒せ夢ゞ 可搾、略 卿ば燕ドト郷べ象に

噸Ｌ“榊｛お鉢も

霧端覆認識総裁房躍Ｚ
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復

　

命

　

書

議長 局長 次長 係長

令和

　　

年 ‘ 月 日

肝付町議会議長

　

様

　

以下のとおり報告いたします。

氏名 有留

　

智哉

研修会名等 鹿児島県町村議会議長会

　

議員研修会

期間 令和８年５月１３日

内容

（１） ハラスメントのない議会をめざして

　　　

～指導とハラスメントの違いとは～
講師：合同会社オフィス・プリズム公認心理師・社会保障労務士

　　

涌井 美和子 氏

・

　

ハラスメントは心の弱い人がする傾向があり、 公衆の面前で
の叱責は許されない。
・

　

ハラスメントへの対応策として 「アクティブバイスタンダー

　

の５Ｄ」 （ＤーＳＴＲＡＣＴ、 ＤＥＬＥＧＡＴＥ、 ＤＯＣＵＭＥＮＴ、 ＤＥＬＡＹ、
ＤＩＲＥＣＴ） がある。
・

　

世代間ギャップに基づくハラスメントを防ぐには、 日頃から
のコミュニケーションと心理的安全性の高い職場づくりが重
要。
・

　

ハラスメントの線引きは個別の判断が必要であり、 時間経過

　

とともにエスカレートする。
・

　

ハラスメントをする人はアンガーマネジメントができていな

　

いとし、 具体的な方法 （カウントバック、 グラウンディング、
タイムアウト、 呼吸リラクゼーション、 イメージリラクゼイ
ション） が紹介された。
．予防策として、 決めつけず責めないコミュニケーション、１

　

（私） を主語にした話し方、 パーソナルスペースへの配慮、 礼
節の重要性が強調された。

（２）激動の国際情勢と日本の安全保障

　　　

－地政学リスクへの対応－
講師：防衛研究所研究幹事兵頭慎治氏

・

　

世界は戦争が日常化し、核保有国が戦争をする激動の時代に
入った。 地政学リスクは、 特定の国や地域の緊張が世界経済の
先行きを不透明にするリスクである。
・

　

２０２４年以降、 アメリカの変質が世界最大の地政学リスクであ



り、２０２５年の世界リスクではトランプ２．０により米国のリスク
が増大すると指摘された。
・

　

ロシアと中国の連携が進み、 米軍の関与がないという確信
が、 台湾作戦開始のきっかけになるリスクがある。
・

　

現代の戦争は、 領土の奪い合いに加え、 安いドローンによる
首都への空からの攻撃や暗殺が特徴。
・

　

２０２６年の地政学リスクとして、 米国の変質 （民主主義国家の
分断）と戦争の長期化が挙げられ、 「自分の国は自分で守る」
必要性が強調された。

所感

（１）ハラスメントの判断基準が個別的で線引きが難しいこと、
また、 指導のつもりでも相手にとってはハラスメントになり得る
ことを再認識した。特に、礼節を重んじ、自分の価値観を脇にお
き 「１を主語にしたコミュニケーション」 を意識することが、 議員
間の心理的安全性を高め、 ハラスメントの予防につながると確信
した。 今後は、 アンガーマネジメントの手法も活用し、 常に自己
を客観視し、他者への配慮を欠かさない言動を心がけたい。
（２）国際情勢の激動化と地政学リスクへの対応が、国だけの問
題ではなく地方自治体レベルでも敏感になるべき課題であること
を認識した。国際的な緊張の高まりは地域経済や住民生活の安全
保障に直結するため、動向を注視する必要がある。今後は、住民
の安全を守るための地方自治体としての役割を再確認し、議会活
動を通じて地域防災やインフラ整備のあり方について検討を進め
ていきたい。

付属資料
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